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(57)【要約】
　本発明は表示技術分野に属し、具体的にはピクセル構
造およびその表示方法と当該ピクセル構造を含む表示装
置に関するものである。当該ピクセル構造は、順に交互
に配列された第１ピクセル単位と第２ピクセル単位を含
むピクセル構造であって、前記第１ピクセル単位は斜線
状に配列された第１サブピクセルと第２サブピクセルと
を含み、第２ピクセル単位は斜線状に配列された第３サ
ブピクセルと第４サブピクセルとを含み、前記第１サブ
ピクセルと前記第３サブピクセルは異なる基本色を備え
、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルは同一
の基本色を備える。当該ピクセル構造は高解像度を実現
するとともに、サブピクセルの開口率を高めることもで
き、製造工程を簡略化するだけでなく好ましい輝度レベ
ルを得られ、製品の寿命を延ばし、さらには表示過程に
おいて、それ自体が欠く基本色の重み付け値を設定する
ことによって、色の縁の誤差および色の不均等という現
象を回避することで、より優れた表示効果を実現する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　順に交互に配列された第１ピクセル単位と第２ピクセル単位を含むピクセル構造であっ
て、前記第１ピクセル単位は斜線状に配列された第１サブピクセルと第２サブピクセルと
を含み、前記第２ピクセル単位は斜線状に配列された第３サブピクセルと第４サブピクセ
ルとを含み、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは異なる基本色を備え、前記
第２サブピクセルと前記第４サブピクセルは同一の基本色を備える、ピクセル構造。
【請求項２】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記第１ピクセル単位と前記第２ピクセル単
位は行方向と列方向において交互に配列され、且つ隣り合う行の第１ピクセル単位と隣り
合う行の第２ピクセル単位は行方向の配列において、いずれもピクセル単位一つ分ずれて
おり、隣り合う列の第１ピクセル単位と隣り合う列の第２ピクセル単位は列方向の配列に
おいて、いずれもピクセル単位一つ分ずれている、ピクセル構造。
【請求項３】
　請求項２に記載のピクセル構造であって、前記第１ピクセル単位における前記第１サブ
ピクセルと前記第２サブピクセルは、隣り合う二行のサブピクセルおよび隣り合う二列の
サブピクセルに設けられ、前記第２ピクセル単位における前記第３サブピクセルと前記第
４サブピクセルは、隣り合う二行のサブピクセルおよび隣り合う二列のサブピクセルに設
けられ、これにより前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルが行方向もしくは列方
向においてそれぞれ順に交互に配列され、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセル
が行方向もしくは列方向において順に交互に配列される、ピクセル構造。
【請求項４】
　請求項３に記載のピクセル構造であって、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセ
ルは奇数行奇数列に交互に設けられ、前記第２サブピクセルと第４サブピクセルは偶数行
偶数列に交互に設けられるか、
　もしくは、
　前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは、奇数行偶数列に交互に設けられ、前
記第２サブピクセルと第４サブピクセルは偶数行奇数列に交互に設けられるか、
　もしくは、
　前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは、偶数行奇数列に交互に設けられ、前
記第２サブピクセルと第４サブピクセルは奇数行偶数列に交互に設けられるか、
もしくは、
　前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは、偶数行偶数列に交互に設けられ、前
記第２サブピクセルと第４サブピクセルは奇数行奇数列に交互に設けられる、ピクセル構
造。
【請求項５】
　請求項４に記載のピクセル構造であって、同一行もしくは同一列に位置する前記第１サ
ブピクセルと前記第３サブピクセルの中心は同一の直線上に位置し、同一行もしくは同一
列に位置する前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルの中心は同一の直線上に位置
する、ピクセル構造。
【請求項６】
　請求項５に記載のピクセル構造であって、前記第１サブピクセル、前記第２サブピクセ
ル、前記第３サブピクセル、前記第４サブピクセルは均等に配置される、ピクセル構造。
【請求項７】
　請求項６に記載のピクセル構造であって、
　同一列において、前記第１サブピクセルの中心は、前記第１サブピクセルに隣り合う二
つの前記第３サブピクセルの中心接続線の中心線上に位置し、
　同一行において、前記第１サブピクセルの中心は、前記第１サブピクセルに隣り合う二
つの前記第３サブピクセルの中心接続線の中心線上に位置する、ピクセル構造。
【請求項８】
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　請求項７に記載のピクセル構造であって、
　同一列において、前記第３サブピクセルの中心は、前記第３サブピクセルに隣り合う二
つの前記第１サブピクセルの中心接続線の中心線上に位置し、
　同一行において、前記第３サブピクセルの中心は、前記第３サブピクセルに隣り合う二
つの前記第１サブピクセルの中心接続線の中心線上に位置する、ピクセル構造。
【請求項９】
　請求項８に記載のピクセル構造であって、前記第２サブピクセルもしくは前記第４サブ
ピクセルは、前記第１サブピクセルもしくは前記第３サブピクセルの斜め４５度の方向に
位置する、ピクセル構造。
【請求項１０】
　請求項９に記載のピクセル構造であって、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセ
ルの面積は同じであり、前記第１サブピクセルの面積は前記第３サブピクセルの面積と同
じで且つ前記第２サブピクセルの面積より大きい、もしくは、前記第２サブピクセルと前
記第４サブピクセルの面積は同じであり、前記第３サブピクセルの面積は前記第１サブピ
クセルの面積より大きく、前記第１サブピクセルの面積は前記第２サブピクセルの面積よ
り大きい、ピクセル構造。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のピクセル構造であって、隣り合う前記第１サブピクセルと前記第２
サブピクセルとの間の距離は、隣り合う前記第３サブピクセルと前記第４サブピクセルと
の間の距離に等しく、隣り合う前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルとの間の距
離は、隣り合う前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルとの間の距離よりも短い、
ピクセル構造。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載のピクセル構造であって、基本色は赤、緑、青を
含み、前記第１サブピクセルの基本色は赤、前記第３サブピクセルの基本色は青、前記第
２サブピクセルと前記第４サブピクセルの基本色は緑である、ピクセル構造。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載のピクセル構造であって、前記第１サブピクセル
、前記第２サブピクセル、前記第３サブピクセル、前記第４サブピクセルの形状は対称軸
を有する軸対称の図形であって、当該対称軸の延伸方向は行方向もしくは列方向に平行で
ある、ピクセル構造。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のピクセル構造であって、前記第１サブピクセル、前記第２サブピク
セル、前記第３サブピクセル、前記第４サブピクセルの形状は円形、三角形、四角形、五
角形、六角形、八角形のうちの任意の一種類もしくは複数種類の組み合わせである、ピク
セル構造。
【請求項１５】
　請求項１３に記載のピクセル構造であって、前記第１サブピクセルと前記第３サブピク
セルは四角形もしくは八角形であって、且つ前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセ
ルの形状は同一であり、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルは四角形もしくは
八角形であって、且つ前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルの形状は同一である
、ピクセル構造。
【請求項１６】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載のピクセル構造であって、前記第１ピクセル単位
における前記第１サブピクセルと前記第２サブピクセルは二本のデータ線にそれぞれ接続
され、前記第２ピクセル単位における前記第３サブピクセルと前記第４サブピクセルは二
本のデータ線にそれぞれ接続され、前記データ線はピクセル表示情報の受信に用いられる
、ピクセル構造。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載のピクセル構造の表示方法であって、前記第１ピ
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クセル単位は、少なくとも一つの、隣り合う前記第２ピクセル単位における前記第３サブ
ピクセルを借用して表示し、また、前記第２ピクセル単位は、少なくとも一つの、隣り合
う前記第１ピクセル単位における前記第１サブピクセルを借用して表示することで、前記
第１ピクセル単位と第２ピクセル単位がいずれも三種類の基本色のサブピクセルのピクセ
ル表示情報を表示できる、ピクセル構造の表示方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のピクセル構造の表示方法であって、
　ステップＳ１：ピクセル表示情報データ源の中から、前記第１ピクセル単位における前
記第１サブピクセル、前記第２サブピクセルの基本色に対応する色の理論的輝度値を取得
し、前記第２ピクセル単位における前記第３サブピクセル、前記第４サブピクセルの基本
色に対応する色の理論的輝度値を取得し、
　ステップＳ２：前記第１サブピクセル、前記第２サブピクセル、前記第３サブピクセル
、前記第４サブピクセルの実際の輝度値を算出して得て、
　ステップＳ３：前記第１サブピクセル、前記第２サブピクセル、前記第３サブピクセル
、前記第４サブピクセルへ実際の輝度値を入力して画像表示を実現する、ステップを含む
ピクセル構造の表示方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のピクセル構造の表示方法であって、ステップＳ２において、前記第
２サブピクセルと前記第４サブピクセルの実際の輝度値を、その基本色に対応する色の理
論的輝度値に設定し、
　前記第１サブピクセルの実際の輝度値を、前記第１ピクセル単位が必要とする前記第１
サブピクセルに対応する基本色の理論的輝度値と、それが隣り合う、少なくとも一つの前
記第２ピクセル単位が必要とする、前記第１サブピクセルに対応する基本色の理論的輝度
値との重み付け総和として設定し、
　前記第３サブピクセルの実際の輝度値を、前記第２ピクセル単位が必要とする前記第３
サブピクセルに対応する基本色の理論的輝度値と、それが隣り合う、少なくとも一つの前
記第１ピクセル単位が必要とする、前記第３サブピクセルに対応する基本色の理論的輝度
値との重み付け総和として設定する、ピクセル構造の表示方法。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のピクセル構造の表示方法であって、前記第１ピクセル単位はＮ個の
隣り合う前記第２ピクセル単位における前記第３サブピクセルを借用して表示し、前記第
２ピクセル単位はＮ個の隣り合う前記第１ピクセル単位における前記第１サブピクセルを
借用して表示し、これに応じて、ステップＳ２では、前記第１サブピクセルと前記第３サ
ブピクセルの理論的輝度値の重み付け値をいずれも１／Ｎとし、Ｎ≧１である、ピクセル
構造の表示方法。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のピクセル構造の表示方法であって、前記第１ピクセル単位は一つの
隣り合う前記第２ピクセル単位における前記第３サブピクセルを借用して表示し、前記第
２ピクセル単位は一つの隣り合う前記第１ピクセル単位における前記第１サブピクセルを
借用して表示し、これに応じて、ステップＳ２では、前記第１サブピクセルと前記第３サ
ブピクセルの理論的輝度値の重み付け値をいずれも１／２とする、ピクセル構造の表示方
法。
【請求項２２】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載のピクセル構造を含む表示装置。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の表示装置であって、前記表示装置は有機発光ダイオード表示装置か
、もしくは液晶表示装置である表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は表示技術分野に属し、具体的にはピクセル構造と表示方法および当該ピクセル
構造を含む表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術におけるフラットパネル表示装置では、カラー表示スクリーンはピクセル単位
によって画像表示を実現する。一般的な状況において、一つのピクセル単位には赤（Ｒ）
、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の三種類の異なる色のサブピクセルが含まれ、あるピクセル単位に
おける三種類の色のＲＧＢサブピクセルの分量の大きさを制御すれば、当該ピクセル（各
ピクセル毎に一つのピクセル単位に対応する）が表示する色彩と輝度を制御することが可
能である。
【０００３】
　図１Ａから図１Ｃが示すのは、従来技術のピクセル単位におけるＲＧＢサブピクセル配
置の構造模式図であり、ストライプ配列（図１Ａを参照）、デルタ（ｄｅｌｔａ）配列（
図１Ｂを参照）、モザイク（ｍｏｓａｉｃ）配列（図１Ｃを参照）の三つの方法が含まれ
る。そのうち、図１ＡではＲＧＢサブピクセルは順に配列されて行をなし、且つＲＧＢサ
ブピクセルは各自配列されて列をなす。このような配列方法は列方向において一種類の色
しかないため、色が均等でないという現象を引き起こしやすいことに加えて、色の縁の誤
差が生じ、表示効果に影響を与える。一方、図１Ｂと図１Ｃにおける二種類の配列方法に
も、ある方向上において色が均等でないという問題があり、また、解像度は高くない。
【０００４】
　実際の応用においては、表示装置の１インチあたりの画素数（Ｐｉｘｅｌ　Ｐｅｒ　Ｉ
ｎｃｈ、略称ＰＰＩ）を向上させることで表示装置の解像度を高めることができる。一方
、ＰＰＩを向上させるという目的を達成するために、各ピクセルの面積をできるだけ減ら
してピクセル間の距離を縮める必要がある。これに関連して、各ピクセルはいずれもサブ
ピクセルから構成されるため、表示装置が高解像度の表示を実現するために多くのピクセ
ルを必要とする場合、必要となるサブピクセルの数も多い。しかし、工程が益々精巧化す
れば、工程の向上は限界に達することになる。
【０００５】
　つまり、従来技術の表示装置には、一般的に以下のような技術課題が存在する。
１）表示装置の実際の表示解像度と当該表示装置の物理的解像度は同一である。やや高い
表示解像度を得ようとするのであれば、サブピクセルの数を増やすことで表示装置の物理
的解像度を高める必要があるが、先に述べた通り、工程の向上にも限度があるため、サブ
ピクセルの数を一定量にまで増加した後、解像度をさらに向上させることは困難である。
【０００６】
２）表示装置におけるサブピクセルの数がやや多いため、データ線の数がやや多くなり、
これによって表示装置の電力消費量が増し、表示装置の開口率が低下する（本分野におけ
る開口率とは、一般的にピクセル領域における発光領域の面積と表示領域における重複可
能なピクセル単位の面積との比率を指す。開口率が高いほど、同様の表示輝度に達し、各
ピクセル発光領域が必要とする輝度はより低くなり、発光領域の輝度の電流密度はより低
くなる）。解像度がやや高いとき、サブピクセルの開口率は保持しにくいことから、製品
の寿命、輝度などの特性に影響を与える。
【０００７】
３）表示装置におけるサブピクセルの数がやや多いことに加え、各サブピクセルの面積が
やや小さいことから、表示装置の製造工程の難度が高くなり、コストが高い。有機エレク
トロルミネッセンス（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ
、略称ＯＬＥＤ）を例にすると、トップエミッション型アクティブマトリクス式有機ダイ
オード（ＡＭＯＬＥＤ）パネルを制作する従来技術において、高精度金属マスク（Ｆｉｎ
ｅ　Ｍｅｔａｌ　Ｍａｓｋ、略称ＦＭＭ）を用い蒸着してピクセルを配列する際、高精度
金属マスクは通常最小開口について制限があるため、異なる色のサブピクセルは開口間距
離の制限を受ける。よって、表示装置の製造工程が高精度金属マスク開口面積および蒸着
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工程の精度の制限を受けるのは避けられず、高解像度の表示機器を実現するのは困難であ
る。
【０００８】
　したがって、如何にして高解像度のピクセルの製造工程を実現するか、また如何にして
高解像度を実現しつつサブピクセルの開口率を向上させ、良好な輝度レベルを取得し、且
つ製品の寿命を延ばすかが本分野において以前から解決が急がれる技術課題である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が解決しようとする技術課題は、従来技術に存在する上記不備に対して、ピクセ
ル構造およびその表示方法と当該ピクセル構造を含む表示装置を提供するというものであ
り、当該ピクセル構造は高解像度を実現するとともに、サブピクセルの開口率を高めるこ
ともでき、製造工程を簡略化するだけでなく好ましい輝度レベルを得られ、製品の寿命を
延ばし、さらには表示過程において、それ自体が欠く基本色の重み付け値を設定すること
によって、色の縁の誤差および色の不均等という現象を回避することで、より優れた表示
効果を実現する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の技術課題を解決するために採用する技術案は、順に交互に配列された第１ピク
セル単位と第２ピクセル単位を含むピクセル構造であって、前記第１ピクセル単位は斜線
状に配列された第１サブピクセルと第２サブピクセルとを含み、前記第２ピクセル単位は
斜線状に配列された第３サブピクセルと第４サブピクセルとを含み、前記第１サブピクセ
ルと前記第３サブピクセルは異なる基本色を備え、前記第２サブピクセルと前記第４サブ
ピクセルは同一の基本色を備える。
【００１１】
　好ましくは、前記第１ピクセル単位と前記第２ピクセル単位は行方向と列方向において
交互に配列され、且つ隣り合う行の第１ピクセル単位と隣り合う行の第２ピクセル単位は
行方向の配列において、いずれもピクセル単位一つ分ずれており、隣り合う列の第１ピク
セル単位と隣り合う列の第２ピクセル単位は列方向の配列において、いずれもピクセル単
位一つ分ずれている。
【００１２】
　好ましくは、前記第１ピクセル単位における前記第１サブピクセルと前記第２サブピク
セルは、隣り合う二行のサブピクセルおよび隣り合う二列のサブピクセルに設けられ、前
記第２ピクセル単位における前記第３サブピクセルと前記第４サブピクセルは、隣り合う
二行のサブピクセルおよび隣り合う二列のサブピクセルに設けられ、これにより前記第１
サブピクセルと前記第３サブピクセルが行方向もしくは列方向においてそれぞれ順に交互
に配列され、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルが行方向もしくは列方向にお
いて順に交互に配列される。
【００１３】
　好ましくは、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは奇数行奇数列に交互に設
けられ、前記第２サブピクセルと第４サブピクセルは偶数行偶数列に交互に設けられるか
、
　もしくは、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは、奇数行偶数列に交互に設
けられ、前記第２サブピクセルと第４サブピクセルは偶数行奇数列に交互に設けられるか
、
　もしくは、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは、偶数行奇数列に交互に設
けられ、前記第２サブピクセルと第４サブピクセルは奇数行偶数列に交互に設けられるか
、
　もしくは、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは、偶数行偶数列に交互に設
けられ、前記第２サブピクセルと第４サブピクセルは奇数行奇数列に交互に設けられる。
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【００１４】
　好ましくは、同一行もしくは同一列に位置する前記第１サブピクセルと前記第３サブピ
クセルの中心は同一の直線上に位置し、同一行もしくは同一列に位置する前記第２サブピ
クセルと前記第４サブピクセルの中心は同一の直線上に位置する。
【００１５】
　好ましくは、前記第１サブピクセル、前記第２サブピクセル、前記第３サブピクセル、
前記第４サブピクセルはいずれも均等に配置される。
【００１６】
　好ましくは、同一列において、前記第１サブピクセルの中心は、前記第１サブピクセル
に隣り合う二つの前記第３サブピクセルの中心接続線の中心線上に位置し、
同一行において、前記第１サブピクセルの中心は、前記第１サブピクセルに隣り合う二つ
の前記第３サブピクセルの中心接続線の中心線上に位置する。
【００１７】
　好ましくは、同一列において、前記第３サブピクセルの中心は、前記第３サブピクセル
に隣り合う二つの前記第１サブピクセルの中心接続線の中心線上に位置し、
同一行において、前記第３サブピクセルの中心は、前記第３サブピクセルに隣り合う二つ
の前記第１サブピクセルの中心接続線の中心線上に位置する。
【００１８】
　好ましくは、前記第２サブピクセルもしくは前記第４サブピクセルは、前記第１サブピ
クセルもしくは前記第３サブピクセルの斜め４５度の方向に位置する。
【００１９】
　好ましくは、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルの面積は同じであり、前記
第１サブピクセルの面積は前記第３サブピクセルの面積と同じで且つ前記第２サブピクセ
ルの面積より大きい、もしくは、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルの面積は
同じであり、前記第３サブピクセルの面積は前記第１サブピクセルの面積より大きく、前
記第１サブピクセルの面積は前記第２サブピクセルの面積より大きい。
【００２０】
　好ましくは、隣り合う前記第１サブピクセルと前記第２サブピクセルとの間の距離は、
隣り合う前記第３サブピクセルと前記第４サブピクセルとの間の距離に等しく、隣り合う
前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルとの間の距離は、隣り合う前記第２サブピ
クセルと前記第４サブピクセルとの間の距離よりも短い。
【００２１】
　好ましくは、基本色は赤、緑、青を含み、前記第１サブピクセルの基本色は赤、前記第
３サブピクセルの基本色は青、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルの基本色は
緑である。
【００２２】
　好ましくは、前記第１サブピクセル、前記第２サブピクセル、前記第３サブピクセル、
前記第４サブピクセルの形状は対称軸を有する軸対称の図形であって、当該対称軸の延伸
方向は行方向もしくは列方向に平行である。
【００２３】
　好ましくは、前記第１サブピクセル、前記第２サブピクセル、前記第３サブピクセル、
前記第４サブピクセルの形状は円形、三角形、四角形、五角形、六角形、八角形のうちの
任意の一種類もしくは複数種類の組み合わせである。
【００２４】
　好ましくは、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルは四角形もしくは八角形で
あって、且つ前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルの形状は同一であり、前記第
２サブピクセルと前記第４サブピクセルは四角形もしくは八角形であって、且つ前記第２
サブピクセルと前記第４サブピクセルの形状は同一である。
【００２５】
　好ましくは、前記第１ピクセル単位における前記第１サブピクセルと前記第２サブピク
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セルは一本のデータ線にそれぞれ接続され、前記第２ピクセル単位における前記第３サブ
ピクセルと前記第４サブピクセルは一本のデータ線にそれぞれ接続され、前記データ線は
ピクセル表示情報の受信に用いられる。
【００２６】
　好ましくは、上記のピクセル構造の表示方法であって、前記第１ピクセル単位は、少な
くとも一つの、隣り合う前記第２ピクセル単位における前記第３サブピクセルを借用して
表示し、また、前記第２ピクセル単位は、少なくとも一つの、隣り合う前記第１ピクセル
単位における前記第１サブピクセルを借用して表示することで、前記第１ピクセル単位と
第２ピクセル単位がいずれも三種類の基本色のサブピクセルのピクセル表示情報を表示で
きる。
【００２７】
　好ましくは、
　ステップＳ１：ピクセル表示情報データ源の中から、前記第１ピクセル単位における前
記第１サブピクセル、前記第２サブピクセルの基本色に対応する色の理論的輝度値を取得
し、前記第２ピクセル単位における前記第３サブピクセル、前記第４サブピクセルの基本
色に対応する色の理論的輝度値を取得し、
　ステップＳ２：前記第１サブピクセル、前記第２サブピクセル、前記第３サブピクセル
、前記第４サブピクセルの実際の輝度値を算出して得て、
　ステップＳ３：前記第１サブピクセル、前記第２サブピクセル、前記第３サブピクセル
、前記第４サブピクセルへ実際の輝度値を入力して画像表示を実現する、ステップを含む
。
【００２８】
　好ましくは、ステップＳ２において、前記第２サブピクセルと前記第４サブピクセルの
実際の輝度値を、その基本色に対応する色の理論的輝度値に設定し、
　前記第１サブピクセルの実際の輝度値を、前記第１ピクセル単位が必要とする前記第１
サブピクセルに対応する基本色の理論的輝度値と、それが隣り合う、少なくとも一つの前
記第２ピクセル単位が必要とする、前記第１サブピクセルに対応する基本色の理論的輝度
値との重み付け総和として設定し、
　前記第３サブピクセルの実際の輝度値を、前記第２ピクセル単位が必要とする前記第３
サブピクセルに対応する基本色の理論的輝度値と、それが隣り合う、少なくとも一つの前
記第１ピクセル単位が必要とする、前記第３サブピクセルに対応する基本色の理論的輝度
値との重み付け総和として設定する。
【００２９】
　好ましくは、前記第１ピクセル単位はＮ個の隣り合う前記第２ピクセル単位における前
記第３サブピクセルを借用して表示し、前記第２ピクセル単位はＮ個の隣り合う前記第１
ピクセル単位における前記第１サブピクセルを借用して表示し、これに応じて、ステップ
Ｓ２では、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルの理論的輝度値の重み付け値を
いずれも１／Ｎとし、Ｎ≧１である。
【００３０】
　好ましくは、前記第１ピクセル単位は一つの隣り合う前記第２ピクセル単位における前
記第３サブピクセルを借用して表示し、前記第２ピクセル単位は一つの隣り合う前記第１
ピクセル単位における前記第１サブピクセルを借用して表示し、これに応じて、ステップ
Ｓ２では、前記第１サブピクセルと前記第３サブピクセルの理論的輝度値の重み付け値を
いずれも１／２とする。
【００３１】
　上記ピクセル構造を含む表示装置である。
　好ましくは、前記表示装置は有機発光ダイオード表示装置か、もしくは液晶表示装置で
ある。
【００３２】
　本発明の有益な効果は、本発明が提供するピクセル構造およびその表示方法では、ピク
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セルの配列方法を改善することでピクセル開口率を向上させており、これに伴いピクセル
構造の輝度も向上させ、ピクセル解像度を向上させるとともに、上記ピクセル構造に対応
する表示方法を設計することにより、正常な画像表示を実現できるだけでなく、従来技術
のピクセル配列方法によって引き起こされる、色の縁の誤差および色の不均等という現象
を回避することもでき、表示装置の表示効果を向上させ、従来技術における表示装置、特
に有機発光表示装置では、製造工程上の問題によって解像度の向上が困難であるという問
題を解決できるというものである。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１Ａ】従来技術におけるＲＧＢサブピクセルをストライプ配列した構造模式図である
。
【図１Ｂ】従来技術におけるＲＧＢサブピクセルをデルタ配列した構造模式図である。
【図１Ｃ】従来技術におけるＲＧＢサブピクセルをモザイク配列した構造模式図である。
【図２Ａ】本発明実施例１のピクセル構造における各ピクセル単位の一つの配列方法の構
造模式図である。
【図２Ｂ】本発明実施例１のピクセル構造における各ピクセル単位の別の配列方法の構造
模式図である。
【図３】図２Ａのピクセル単位における各サブピクセルの位置関係の構造模式図である。
【図４Ａ】第１サブピクセルと第３サブピクセルを形成する共用のマスクの構造模式図で
ある。
【図４Ｂ】第２サブピクセルと第４サブピクセルを形成する共用のマスクの構造模式図で
ある。
【図５】本実施例２におけるピクセル構造の第１ピクセル単位と第２ピクセル単位が、隣
り合う欠く基本色のサブピクセルを借用して実現するＲＧＢ三原色表示の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　当業者が本発明の技術案をよりよく理解できるように、以下では図面と具体的な実施の
形態を組み合わせて、本発明のピクセル構造およびその表示方法と当該ピクセル構造を含
む表示装置についてさらに詳細に述べる。
【００３５】
　本発明の技術思想は、赤緑青の三原色を用いて混色し複数の色を形成することで画像表
示を実現すること、および色に対して感度が異なるという人の眼の特性を利用して、従来
技術における、同一のピクセル単位に設けられた赤緑青の三原色を隣り合う二つのピクセ
ル単位に分散設定し、また、ピクセル単位の配列方法を調整し、当該ピクセル構造におけ
る隣り合うピクセル単位が、表示過程において、隣り合うピクセル単位の、自身が欠く基
本色を互いに借用するようにして赤緑青三原色の表示を実現することで、異なる色の画像
表示を実現し、且つ好ましい色彩均等度を得るということである。
【００３６】
　ピクセル構造は、順に交互に配列された第１ピクセル単位と第２ピクセル単位を含み、
第１ピクセル単位は斜線状に配列された第１サブピクセルと第２サブピクセルとを含み、
第２ピクセル単位は斜線状に配列された第３サブピクセルと第４サブピクセルとを含み、
第１サブピクセルと第３サブピクセルは異なる基本色を備え、第２サブピクセルと第４サ
ブピクセルは同一の基本色を備える。
【００３７】
　このようなピクセル構造は高解像度を実現するとともに、サブピクセルの開口率を高め
ることもでき、製造工程を簡略化するだけでなく好ましい輝度レベルを得られ、製品の寿
命を延ばし、さらには表示過程において、それ自体が欠く基本色の重み付け値の設定によ
って、色の縁の誤差および色の不均等という現象を回避することで、より優れた表示効果
を実現する。
【実施例１】



(10) JP 2017-533475 A 2017.11.9

10

20

30

40

50

【００３８】
　本実施例では、図２Ａと図２Ｂに示すようなピクセル構造を提供し、当該ピクセル構造
は、順に交互に配列された第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２を含み、第１ピクセ
ル単位１は斜線状に配列された第１サブピクセル１１と第２サブピクセル１２とを含み、
第２ピクセル単位２は斜線状に配列された第３サブピクセル２１と第４サブピクセル２２
とを含み、第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１は異なる基本色を備え、第２サ
ブピクセル１２と第４サブピクセル２２は同一の基本色を備える。
【００３９】
　本実施例では、第１サブピクセル１１の基本色は赤、第３サブピクセル２１の基本色は
青、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２の基本色は緑である。基本色が指すの
は、当該サブピクセル構造自体が備える、彩色表示を実現できる色であって、例えば、有
機エレクトロルミネッセンスにおけるピクセル構造について言えば、当該基本色が指すの
は有機エレクトロダイオードにおける発光層の色であって、つまり、正常な加圧状態にお
いて当該発光層が発光可能な相応の色である。液晶表示装置におけるピクセル構造につい
て言えば、当該基本色が指すのはカラーフィルムにおけるカラーフィルタ（Ｃｏｌｏｒ　
Ｆｉｌｔｅｒ、略称ＣＦ）の色であって、つまり、バックライトにおける光線が当該カラ
ーフィルムを透過した後に得られる相応の色である。一般的に基本色には赤、緑、青が含
まれる。本実施例において、サブピクセルの基本色は、赤、緑、青の三原色の中から任意
の一色を選択して用いることができる。
【００４０】
　図２Ａ、図２Ｂが示すのは、本実施例における第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位
２が交互に配列された形式であって、各列において隣り合う第１ピクセル単位１と第２ピ
クセル単位２のサブピクセルが斜線状に配列される方向は、互いに平行であってよく（図
２Ａに示す通りである）もしくは互いに交差し、さらに垂直であってもよい（図２Ｂに示
す通りである）。
【００４１】
　上記ピクセル構造において、第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２は行方向と列方
向において交互に配列される。具体的には、第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２は
行方向と列方向において交互に配列される。隣り合う行のピクセル単位において、第１ピ
クセル単位１と第２ピクセル単位２は行方向の配列においてピクセル単位一つ分ずれてい
る。隣り合う列のピクセル単位において、第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２は列
方向の配列においてピクセル単位一つ分ずれている。そのうち、前記ピクセル単位は第１
ピクセル単位１もしくは第２ピクセル単位２を含む。
【００４２】
　上記交差した配列構造によれば、隣り合うピクセル単位の行における第１ピクセル単位
１と第２ピクセル単位２の配列順序は異なり、隣り合うピクセル単位の列における第１ピ
クセル単位１と第２ピクセル単位２の配列順序も異なる。図２Ａと図２Ｂに示すように、
各第１ピクセル単位は破線の枠で示され、隣り合う行のピクセル単位のうちの一行におけ
る第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２の配列順は、第１ピクセル単位１、第２ピク
セル単位２、第１ピクセル単位１、第２ピクセル単位２……であり、別の一行における第
１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２の配列順は、第２ピクセル単位２、第１ピクセル
単位１、第２ピクセル単位２、第１ピクセル単位１……である。隣り合う列のピクセル単
位のうちの一列における第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２の配列順は、第１ピク
セル単位１、第２ピクセル単位２、第１ピクセル単位１、第２ピクセル単位２……であり
、別の一列における第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２の配列順は、第２ピクセル
単位２、第１ピクセル単位１、第２ピクセル単位２、第１ピクセル単位１……である。
【００４３】
　各ピクセル単位のサブピクセルの配列順については、図２Ａと図２Ｂで示すように、第
１ピクセル単位１における第１サブピクセル１１と第２サブピクセル１２は、隣り合う二
行のサブピクセルおよび隣り合う二列のサブピクセルに設けられ、第２ピクセル単位２に



(11) JP 2017-533475 A 2017.11.9

10

20

30

40

50

おける第３サブピクセル２１と第４サブピクセル２２は、隣り合う二行のサブピクセルお
よび隣り合う二列のサブピクセルに設けられ、これにより第１サブピクセル１１と第３サ
ブピクセル２１が行方向もしくは列方向においてそれぞれ順に交互に配列され、第２サブ
ピクセル１２と第４サブピクセル２２が行方向もしくは列方向において順に交互に配列さ
れる。つまり、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２は同一の行もしくは列に設
けられる。
【００４４】
　具体的な配列方法においては、第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１が奇数行
もしくは偶数行に交互に設けられるのであれば、第２サブピクセル１２と第４サブピクセ
ル２２は、これに応じて偶数行もしくは奇数行に交互に設けられ、同様に、第１サブピク
セル１１と第３サブピクセル２１が奇数列もしくは偶数列に交互に設けられるのであれば
、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２は、これに応じて偶数列もしくは奇数列
に交互に設けられる。具体的には、第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１は奇数
行奇数列に交互に設けられ、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２は偶数行偶数
列に交互に設けられるか、もしくは、第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１は、
奇数行偶数列に交互に設けられ、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２は偶数行
奇数列に交互に設けられるか、もしくは、第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１
は、偶数行奇数列に交互に設けられ、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２は奇
数行偶数列に交互に設けられるか、もしくは、第１サブピクセル１１と前記第３サブピク
セル２１は、偶数行偶数列に交互に設けられ、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル
２２は奇数行奇数列に交互に設けられる、という配列構造を含む。なお、第１サブピクセ
ル１１と第３サブピクセル２１は奇数行偶数列に交互に設けられ、第２サブピクセル１２
と第４サブピクセル２２は偶数行奇数列に交互に設けられるか、もしくは、第１サブピク
セル１１と第３サブピクセル２１は、偶数行奇数列に交互に設けられ、第２サブピクセル
１２と第４サブピクセル２２は奇数行偶数列に交互に設けられるという方式について、縁
には、一行単独のサブピクセルもしくは一列単独のサブピクセルができる可能性があるた
め、当該サブピクセルはそれと隣り合う第１ピクセル単位１もしくは第２ピクセル単位２
と共同で、三つのサブピクセルを含むピクセル単位を一つ構成して表示してもよく、また
は、隣り合う第１ピクセル単位１もしくは第２ピクセル単位２のうちの二つのサブピクセ
ルを借用して表示してもよく、境界処理算出方法によって良好な表示効果を実現できるが
、ここでは限定しない。
【００４５】
　図２Ａと図２Ｂに示すように、隣り合う行のサブピクセルにおいて、そのうちの一行に
おける第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１は交互に配列され、別の一行におけ
るサブピクセルの配列順は第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２が交互に配列さ
れるというものである。これに応じて、隣り合う列のサブピクセルにおいて、そのうちの
一列における第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１は交互に配列され、別の一列
におけるサブピクセルの配列順は第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２が交互に
配列されるというものである。実際の応用では、表示パネルのアスペクト比、長さ、幅な
どの実際の状況に応じて柔軟に設定することができる。
【００４６】
　図２Ａにおけるピクセル構造を例にすると、図３における破線で示すように（第１サブ
ピクセル１１、第２サブピクセル１２、第３サブピクセル２１、第４サブピクセル２２は
いずれも図２Ａと同一であり、ここでは具体的に表示しない）、同一行もしくは同一列に
位置する第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１の中心は同一の直線上に位置し、
同一行もしくは同一列に位置する第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２の中心は
同一の直線上に位置し、これにより当該ピクセル構造の製造工程が簡略化される。
【００４７】
　表示効果の均等性を保証するために、第１サブピクセル１１、第２サブピクセル１２、
第３サブピクセル２１、第４サブピクセル２２は均等に配置される。このような構造を基
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にすれば、表示パネル全体における赤、緑、青の各サブピクセルの均等分布を実現できる
ため、より高品質の画面表示を実現できる。
【００４８】
　これに対応して、図３に示すように、同一列において、第１サブピクセル１１の中心は
、当該第１サブピクセル１１に隣り合う二つの第３サブピクセル２１の中心接続線の中心
線上に位置し、また、同一行において、第１サブピクセル１１の中心も、当該第１サブピ
クセル１１に隣り合う二つの第３サブピクセル２１の中心接続線の中心線上に位置する。
同様に、同一列において、第３サブピクセル２１の中心は、当該第３サブピクセル２１に
隣り合う二つの第１サブピクセル１１の中心接続線の中心線上に位置し、また、同一行に
おいて、第３サブピクセル２１の中心も、当該第３サブピクセル２１に隣り合う二つの第
１サブピクセル１１の中心接続線の中心線上に位置する。
【００４９】
　このほか、図３に示すように、第２サブピクセル１２もしくは第４サブピクセル２２は
、第１サブピクセル１１もしくは第３サブピクセル２１の斜め４５度の方向に位置する。
つまり、隣り合うピクセル単位において、第２サブピクセル単位１２は第１サブピクセル
１１もしくは第３サブピクセル２１の斜め４５度方向にそれぞれ位置し、例えば左上４５
度の方向、右上４５度の方向、左下４５度の方向、右下４５度の方向のいずれでもよい。
図２Ａでは、第２サブピクセル１２が第１サブピクセル１１の右下４５度の方向に位置す
ることを示す。
【００５０】
　本実施例では、第１サブピクセル１１は赤サブピクセルであり、第２サブピクセル１２
は緑サブピクセルであり、第３サブピクセル２１は青サブピクセルであり、第４サブピク
セル２２は緑サブピクセルである。各サブピクセルの面積の設定において、好ましい方法
の一つは、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２の面積は同じであり、第１サブ
ピクセル１１の面積と第３サブピクセル２１の面積は同じで且つ第２サブピクセル１２の
面積より大きいというものである。本実施例では、人の目は緑色に対してより敏感である
ことから、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２の面積は、第１サブピクセル１
１と第３サブピクセル２１の面積に比べて、さらに小さく設定することができる。
【００５１】
　別の好ましい方法は、第３サブピクセル２１の面積が第１サブピクセル１１の面積より
大きく、第１サブピクセル１１の面積が第２サブピクセル１２の面積よりも大きいという
ものである。特に、有機発光ダイオード表示部品について言えば、青の発光材料は赤と緑
に比べ、一般的に発光効率が最も低く且つ寿命が最も短いため、青サブピクセルの面積は
赤サブピクセルの面積と緑サブピクセルの面積よりも大きくてよい。このほか、緑発光材
料は効率が最も高いため、緑サブピクセルの面積は最も小さくてよい。
【００５２】
　本実施例では、当該ピクセル構造はＲＧＢＧもしくはＧＲＧＢもしくはＢＲＧＲの形式
であってよく、これにより表示パネルが表示する画像色彩をより豊かにすることができる
。
【００５３】
　本実施例では、隣り合う第１サブピクセル１１と第２サブピクセル１２との間の距離は
、隣り合う第３サブピクセル２１と第４サブピクセル２２との間の距離に等しく、隣り合
う第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１との間の距離は、隣り合う第２サブピク
セル１２と第４サブピクセル２２との間の距離よりも短い。
【００５４】
　図３に示す通り、隣り合うサブピクセルが最も接近する二つの点の間を繋ぐ線をサブピ
クセル間の距離とすると、第１サブピクセル１１と第２サブピクセル１２との間の距離ｄ
１は、第３サブピクセル２１と第４サブピクセル２２との間の距離ｄ２と等しく、さらに
、表示スクリーンの縁の、完全な二つのピクセル単位を構成していないサブピクセルにつ
いて、例えば、ちょうど三原色を備える三つのサブピクセルに関して言えば、第１サブピ
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クセル１１と第３サブピクセル２１との間の距離ｄ７は、第１サブピクセル１１と第２サ
ブピクセル１２との間の距離ｄ１とも等しくてよく、これによりピクセル構造の製造工程
が簡略化される。
【００５５】
　また、隣り合う二つの第２サブピクセル１２の間の距離ｄ３は、隣り合う二つの第４サ
ブピクセル２２の間の距離ｄ４と等しく、且つ隣り合う二つの第１サブピクセル１１の間
の距離ｄ５および隣り合う二つの第３サブピクセル２１の間の距離ｄ６よりも短く、隣り
合う第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１との間の距離ｄ７は、隣り合う第２サ
ブピクセル１２と第４サブピクセル２２との間の距離ｄ８よりも短い。
【００５６】
　ここで理解すべきなのは、複数のサブピクセルが形成する表示スクリーン精度を保証す
るために、各サブピクセル間の距離は必要に応じて柔軟に設計することができるという点
である。
【００５７】
　本実施例では、第１サブピクセル１１、第２サブピクセル１２、第３サブピクセル２１
、第４サブピクセル２２の形状は、対称軸を有する軸対称の図形であり、当該対称軸の延
伸方向は、サブピクセルが配列される行方向もしくは列方向に平行であるため、当該ピク
セル構造における各ピクセル単位はサブピクセル図形の対称軸に沿って配列された構造を
形成する。したがって、高精度金属マスクＦＭＭを用いてピクセル構造を形成する際、製
造過程では、通常、行方向もしくは列方向に沿って高精度金属マスクＦＭＭを引き伸ばす
が、サブピクセル図形の対称軸は行方向もしくは列方向に沿って配列されるため、高精度
金属マスクＦＭＭの引き伸ばし工程によってサブピクセル形状に変化が生じることはなく
、ピクセル構造における各サブピクセルの正確な位置を保証することができる。
【００５８】
　具体的には、第１サブピクセル１１、第２サブピクセル１２、第３サブピクセル２１、
第４サブピクセル２２の形状は円形、三角形、四角形、五角形、六角形、八角形のうちの
任意の一種類もしくは複数種類の組み合わせであり、例えば、第１サブピクセル１１、第
２サブピクセル１２、第３サブピクセル２１、第４サブピクセル２２はいずれも四角形も
しくは八角形であってよく、または、第１サブピクセル１１、第３サブピクセル２１は八
角形で、第２サブピクセル１２、第４サブピクセル２２は四角形であるなど、実際の設計
の必要に応じて決めることができる。特別な例としては、上記サブピクセルをいずれも菱
形もしくは方形の形状とし、且つサブピクセル形状の対称軸は、斜めになった対角線を選
択することができるというものであって、第１サブピクセル１１、第２サブピクセル１２
、第３サブピクセル２１、第４サブピクセル２２がサブピクセル形状の斜めになった対角
線に沿って配列される。
【００５９】
　実際の応用では、表示パネルの応用場面もしくは顧客が求める表示効果など実際の状況
に応じて柔軟に設定することができる。例えば、各サブピクセルは図２Ａもしくは図２Ｂ
に示すように四角形に設計してもよく、表示パネル配線およびマスク（ｍａｓｋ）制作工
程を考慮して、各サブピクセルを八角形に設計してもよい（例えば、図２Ａもしくは図２
Ｂにおける四角形のサブピクセルを、四つの角を切り落として八角形にする）。もちろん
、例えば六角形、円形、三角形、五角形などのその他の形状にしてもよい。
【００６０】
　好ましくは、第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１は四角形もしくは八角形で
あって、且つ第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１の形状は同一であり、第２サ
ブピクセル１２と第４サブピクセル２２は四角形もしくは八角形であって、且つ第２サブ
ピクセル１２と第４サブピクセル２２の形状は同一であり、これによってマスク（ｍａｓ
ｋ）が製作しやすくなる。
【００６１】
　これを基に、第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２は有機発光ダイオード表示部品
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もしくは液晶表示部品を備え、つまり、本実施例におけるピクセル構造は、有機発光ダイ
オード表示部品に適用できるだけでなく、ＬＣＤ表示部品にも適用でき、当然ながら、ピ
クセル構造を備える、デジタルカメラ、プラズマ表示部品などのその他の部品にも用いる
ことができる。
【００６２】
　第１サブピクセル１１、第２サブピクセル１２、第３サブピクセル２１、第４サブピク
セル２２は構図工程を用いて形成され、上記第１サブピクセル１１の面積は第３サブピク
セル２１の面積と同じで、且つ第２サブピクセル１２の面積より大きいという構造につい
て、第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１は一枚のマスクを共用して、二回の構
図工程にて形成されるのに対し、第２ピクセル単位と第４サブピクセル単位２２は一枚の
マスクを共用して、一回の構図工程にて形成される。第１サブピクセル１１と第３サブピ
クセル２１の面積を同じに設定する場合、赤サブピクセルと青サブピクセルを製作する際
に、一枚のマスクを共用できるため、マスクが行方向もしくは列方向に平行移動する一行
／列分のサブピクセルの距離だけあればよい。
【００６３】
　ここでは、構図工程として、フォトエッチングのみを含むか、もしくはフォトエッチン
グおよびエッチングのステップを含み、また、プリント、インクジェットなど、所定の図
形を形成するためのその他の工程を含んでもよい。フォトエッチングとはフィルム形成、
露光、現像など、工程過程において、フォトレジスト、マスク、露光機などを利用して図
形を形成する工程であって、本発明にて形成する構造に応じて、対応する構図工程を選択
することができる。
【００６４】
　この際、従来のストライプ配列方法で使用される高精度の金属マスクＦＭＭに比べて、
緑サブピクセルが使用するマスクの開口距離は広がる。さらに、有機発光ダイオード表示
部品に使用する際、ピクセル間の距離は行もしくは列方向から対角線方向に変位するため
、サブピクセル間の距離が広がり、マスク工程に有利である。図４Ａに示すように、その
うちの図形部分は赤サブピクセルの製作に使用されるマスクの開口領域として設定され、
その開口間距離は、従来のストライプ配列方法で使用されるＦＭＭの開口間の距離よりも
はるかに大きい。図４Ｂに示すように、そのうちの図形部分は緑サブピクセルの製作に使
用されるマスクの開口領域として設定され、その開口間距離は、従来のストライプ配列方
法で使用されるＦＭＭの開口間の距離よりもはるかに大きい。ここで理解すべきなのは、
図４Ａと図４Ｂに設けた縦横に交差する横線と縦線は、各サブピクセルに対応する開口領
域の位置と距離を観察しやすくするためのものであって、実際のマスクには存在しないと
いう点である。
【００６５】
　このことから分かるように、赤サブピクセル、青サブピクセル、緑サブピクセルのいず
れであれ、マスクの開口距離が広がるため、ＦＭＭ設計と有機層蒸着工程に非常に有利で
あって、高解像度をより容易に実現できる。よって、従来技術における、三つのサブピク
セルで一つのピクセル単位を実現するというピクセル構造に比べ、当該ピクセル構造は製
造工程を大幅に簡略化でき、ＦＭＭ工程をより容易に実現できる。
【００６６】
　また、本実施例のピクセル構造では、各ピクセル単位が二つのサブピクセルだけで構成
されるため、各サブピクセルは一本のデータ線（従来技術と同様に、データ線によってピ
クセル情報を受信する）にそれぞれ接続される。つまり、第１ピクセル単位１における第
１サブピクセル１１と第２サブピクセル１２は二本のデータ線（図２Ａと図２Ｂではいず
れも図示していない）にそれぞれ接続され、第２ピクセル単位２における第３サブピクセ
ル２１と第４サブピクセル２２は二本のデータ線にそれぞれ接続される。したがって、同
一のピクセル単位を備える場合、従来技術との比較において、本実施例ではデータ線の数
がより少ないため、表示装置の消費電力量が低減し、表示装置の開口率が向上し、表示装
置におけるピクセル構造の輝度も相応に向上している。
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【実施例２】
【００６７】
　本実施例では、実施例１のピクセル構造に対応する表示方法を提供する。当該ピクセル
構造は二つのサブピクセルを用いて一つのピクセル単位を形成し、ピクセルシェア算出方
法を組み合わせて、より高解像度の画像表示を実現できる。
本実施例において、第１ピクセル単位１は、少なくとも一つの、隣り合う第２ピクセル単
位２における第３サブピクセル２１を借用して表示し、また、第２ピクセル単位２は、少
なくとも一つの、隣り合う第１ピクセル単位１における第１サブピクセル１１を借用して
表示することで、第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位がいずれも三種類の基本色のサ
ブピクセルのピクセル表示情報を表示できる。
【００６８】
　表示の際、第１ピクセル単位１は赤サブピクセルと緑サブピクセルとを備え、隣り合う
第２ピクセル単位２における青サブピクセルを借用しＲＧＢ三原色の表示を実現する。同
様に第２ピクセル単位２は青サブピクセルと緑サブピクセルとを備え、隣り合う第１ピク
セル単位１における赤サブピクセルを借用しＲＧＢ三原色の表示を実現する。具体的な借
用原則は、図５に示すように、各ピクセル単位がその任意の一方側の隣り合うピクセル単
位における、自身が欠く色のサブピクセルを借用できるというものである。例えば、その
右側もしくは左側の隣り合うピクセル単位のサブピクセルもしくはその上方または下方の
隣り合うピクセル単位のサブピクセルを借用する。また、同時に複数のサブピクセルを借
用することも、一つのサブピクセルだけを借用することもできるが、これについては限定
しない。
【００６９】
　画像表示の過程では、まず一つのピクセル表示情報データ源を提供し、赤緑青の色情報
を備えたピクセルデータを各第１ピクセル単位１と第２ピクセル単位２へ入力する。当該
ピクセル構造の表示方法は以下のステップを含む。
【００７０】
　ステップＳ１：ピクセル表示情報データ源の中から、第１ピクセル単位１における第１
サブピクセル１１、第２サブピクセル１２の基本色に対応する色の理論的輝度値を取得し
、第２ピクセル単位２における第３サブピクセル２１、第４サブピクセル２２の基本色に
対応する色の理論的輝度値を取得する。
【００７１】
　当該ステップにおいては、表示パネル駆動チップの作動原理に基づき、ピクセルデータ
を色分解・引き伸ばし校正して三原色を得た後、さらにアレイ変換を経て輝度信号を得る
が、当該輝度信号は、三原色に対応する色の理論的輝度値である。当該部分の処理は従来
技術における如何なる輝度分離処理方法を用いてもよいため、ここでは詳述しない。
【００７２】
　ステップＳ２：第１サブピクセル１１、第２サブピクセル１２、第３サブピクセル２１
、第４サブピクセル２２の実際の輝度値を算出して得る。
【００７３】
　簡潔に述べれば、赤サブピクセルの輝度値の算出を例にすると、第１ピクセル単位１に
おける第１サブピクセル１１の実際の輝度値は、当該ピクセル単位が表示しようとする赤
の理論的輝度値と、それが隣り合う行もしくは列の少なくとも一つの第２ピクセル単位２
が表示しようとする赤の理論的輝度値を重み付け処理して得たものである。第２ピクセル
単位２における第３サブピクセル２１の実際の輝度値の算出方法もこれと同様である。
【００７４】
　具体的には、当該ステップでは、第２サブピクセル１２と第４サブピクセル２２の実際
の輝度値を、その基本色に対応する色の理論的輝度値に設定し、
　第１サブピクセル１１の実際の輝度値を、第１ピクセル単位１が必要とする第１サブピ
クセル１１に対応する基本色の理論的輝度値と、それが隣り合う、少なくとも一つの第２
ピクセル単位２が必要とする、第１サブピクセル１１に対応する基本色の理論的輝度値と
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の重み付け総和として設定し、
　第３サブピクセル２１の実際の輝度値を、第２ピクセル単位２が必要とする第３サブピ
クセル２１に対応する基本色の理論的輝度値と、それが隣り合う、少なくとも一つの第１
ピクセル単位１が必要とする、第３サブピクセル２１に対応する基本色の理論的輝度値と
の重み付け総和として設定する。
【００７５】
例えば、第１ピクセル単位１はＮ個の隣り合う第２ピクセル単位２における第３サブピク
セル２１を借用して、当該第１ピクセル単位１が欠く基本色のサブピクセルを表示し、第
２ピクセル単位２はＮ個の隣り合う第１ピクセル単位１における第１サブピクセル１１を
借用して、当該第２ピクセル単位２が欠く基本色のサブピクセルを表示することで、赤緑
青の三原色の表示を実現する。これに応じて、当該ステップでは、第１サブピクセル１１
と第３サブピクセル２１の理論的輝度値の重み付け値をいずれも１／Ｎとし、Ｎ≧１であ
る。ここで理解すべきなのは、ピクセルデータが対応する画像の画面の全体的な効果（例
えば、くっきりもしくぼんやり）に基づき、適切な重み付け総和を得るために、重み付け
値を適宜調整することができるという点である。
【００７６】
　好ましい簡単な方法は、第１ピクセル単位１が隣り合う第２ピクセル単位２における第
３サブピクセル２１を借用して表示し、第２ピクセル単位２が隣り合う第１ピクセル単位
１における第１サブピクセル１１を借用して表示するというものである。これに応じて、
当該ステップでは、第１サブピクセル１１と第３サブピクセル２１の理論的輝度値の重み
付けの値をいずれも１／２とする。
【００７７】
　本実施例では、実際のサブピクセルの最終的な実際の輝度値は、それが属するピクセル
単位における自身の基本色の理論的輝度値およびそれが借用する隣り合うピクセル単位に
おいて同一の基本色を有するサブピクセルの理論的輝度値と、各自の重み付け値をそれぞ
れ乗算して得られた積の和である。例えば、そのうち一つのピクセル単位が隣り合う二つ
のピクセル単位を借用するとき、上記重み付け値と重み付け値総和の関係は、Ｈ＝Ａｘ＋
Ｂｙ＋Ｃｚで、Ａ、Ｂ、Ｃはそれぞれ上記三つのピクセル単位において同一の基本色を有
するサブピクセルの重み付け値であって、各重み付け値はＡ＋Ｂ＋Ｃ＝１の関係を満たす
。Ｈは当該基本色サブピクセルの実際の輝度値、即ち重み付け総和である。
【００７８】
　各ピクセル単位がその右側の隣り合うピクセル単位における、自身が欠く基本色のサブ
ピクセルを借用することができることを例にすると、各赤サブピクセルと各青サブピクセ
ルは二つのピクセル単位の表示に用いられ、それが入力するデータ信号は二つのサブピク
セル信号の重み付けの重畳であり、例えば青サブピクセルを例にすると、その入力信号は
それが属するピクセル単位における青サブピクセルの信号と、隣り合う第２ピクセル単位
２における正常表示に必要な青サブピクセルの信号との和であり、例えば各自１／２を占
めるようにすることができる。
【００７９】
　ステップＳ３：第１サブピクセル１１、第２サブピクセル１２、第３サブピクセル２１
、第４サブピクセル２２へ実際の輝度値を入力して赤緑青の三原色表示を実現することで
、画像表示を実現する。
【００８０】
　当該ステップでは、ステップＳ２にて得られた各サブピクセルの実際の輝度値を、第１
サブピクセル１１、第２サブピクセル１２、第３サブピクセル２１、第４サブピクセル２
２へ出力して画像表示を実現する。
【００８１】
　実施例１におけるピクセル構造が例示するように、各サブピクセルは一本のデータ線に
それぞれ接続され、当該ステップにおいて第１サブピクセル１１、第２サブピクセル１２
、第３サブピクセル２１、第４サブピクセル２２と接続するデータ線が、ステップＳ２で



(17) JP 2017-533475 A 2017.11.9

10

20

30

40

得られた各サブピクセルの実際の輝度値をそれぞれ出力する。もちろん、ステップＳ２で
の算出によって得られた各サブピクセルの実際の輝度値に基づき、処理手段もしくはデー
タ変換モジュールによって、対応するピクセル単位における三つの基本色の理論的輝度値
を、対応するピクセル単位における二つのサブピクセルの実際の輝度値に予め変換して、
二本のデータ線によって一つのピクセル単位に接続してもよいが、具体的なデータ変換過
程についてはここでは詳述しない。
【００８２】
　当該ピクセル構造を用いた表示方法では、二つのサブピクセルだけを含むピクセル単位
を利用し、簡単なピクセルシェア算出方法によって、二つのサブピクセルを有するピクセ
ル単位を実現し三原色の表示を実現する。
【実施例３】
【００８３】
　本実施例では、実施例１におけるピクセル構造および実施例２におけるピクセル構造の
表示方法を用いた表示装置を提供する。
【００８４】
　当該表示装置は、液晶パネル、電子ペーパー、ＯＬＥＤパネル、携帯電話、タブレット
パソコン、テレビ、ディスプレイ、ノートパソコン、デジタルフォトフレーム、ナビゲー
ションなど、表示機能を備えた如何なる製品もしくは部品であってもよい。
【００８５】
　当該表示装置は、そのピクセル構造が、有機層の蒸着工程を非常に行いやすいものであ
るため、歩留まりが高く、さらに、当該表示装置は、そのピクセル構造がより高い輝度と
彩色均等度を備えるため、好ましい表示効果を有する。
【００８６】
　本発明が提供するピクセル構造およびその表示方法では、ピクセルの配列方法を改善す
ることでピクセル開口率を向上させており、これに伴いピクセル構造の輝度も向上させ、
ピクセル解像度を向上させるとともに、上記ピクセル構造に対応する表示方法を設計する
ことにより、正常な画像表示を実現できるだけでなく、従来技術のピクセル配列方法によ
って引き起こされる、色の縁の誤差および色の不均等という現象を回避することもでき、
表示装置の表示効果を向上させ、従来技術における表示装置、特に有機発光表示装置では
、製造工程上の問題によって解像度の向上が困難であるという問題を解決できる。
【００８７】
　以上の実施の形態は、本発明の原理を説明するために用いた例示的なものに過ぎず、本
発明はこれに限定されない。本発明の精神と本質を逸脱しない範囲内で、当業者は各種の
変形と改善をなすことができ、これらの変形と改善も本発明の請求範囲として見なされる
。
【符号の説明】
【００８８】
　　１　第１ピクセル単位
　　１１　第１サブピクセル
　　１２　第２サブピクセル
　　２　第２ピクセル単位
　　２１　第３サブピクセル
　　２２　第４サブピクセル
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